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の
功
績
を
讃
え
た
表
彰
を
行
う
と
と

も
に
、
幹
部
の
研
修
を
行
い
、
士
気

の
高
揚
と
知
識
・
技
術
の
研
鑽
を
深

め
る
こ
と
を
通
じ
て
消
防
人
の
強
固

な
団
結
と
消
防
機
関
の
連
携
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
本
年
度
は
、
第
一

部
に
知
事
表
彰
及
び
県
消
防
協
会
長

　

平
成
二
三
年
一
〇
月
一
六
日（
日
）

洲
本
市
文
化
体
育
館
で
ひ
ょ
う
ご
消

防
の
つ
ど
い
二
〇
一
一
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
兵
庫
県
下
の
消

防
本
部
・
消
防
団
の
幹
部
が
共
に
集

い
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
従

事
し
て
き
た
消
防
職
員
・
消
防
団
員

表
彰
を
、
第
二
部
に
「
五
色
之
姫
」

に
よ
る
だ
ん
じ
り
唄
、
そ
し
て
第
三

部
に
は
立
命
館
大
学
歴
史
都
市
防
災

研
究
セ
ン
タ
ー
の
北
原
糸
子
氏
を
講

師
に
迎
え
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
地
元
洲
本
市
五
色
町
の
「
五
色

之
姫
」
に
よ
る
だ
ん
じ
り
唄
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
演
目
は『
岸
壁
の
母
』

で
、
日
頃
の
練
習
で
培
わ
れ
た
歌
声

と
太
鼓
の
力
強
い
音
が
会
場
全
体
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
立
命
館
大
学
歴
史
都
市

防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の
北
原
糸

子
氏
に
「
災
害
史
に
学
ぶ
」
と
題
し
、

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
過
去
の

災
害
の
事
実
と
当
時
の
地
域
の
状
況

を
知
り
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
過
去

の
事
実
か
ら
導
き
出
す
こ
と
で
、
地

域
防
災
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
で

き
た
お
話
で
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
表
彰
の
栄
に
輝

い
た
団
体
・
個
人
は
次
の
と
お
り
で

す
。

兵
庫
県
知
事
表
彰

　

○
表
彰
旗

　
　

豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　

○
竿
頭
綬

　
　

神
戸
市
須
磨
消
防
団

　
　

洲
本
市
消
防
団

　
　

神
河
町
消
防
団

　

○
功
労
章

　
　

消
防
団
員�

五
一
名

　
　

消
防
吏
員�

七
五
名

　

○
永
年
勤
続
功
労
章

　
　

消
防
団
員�

二
〇
四
名

　
　

消
防
吏
員�

一
一
七
名

　

○
表
彰
状�

一
団
体

兵
庫
県
知
事
感
謝

　

○
家
族
の
賞

　
　

消
防
団
員
の
部�

五
九
〇
名

　
　

消
防
吏
員
の
部�

一
三
五
名

　

○
親
子
二
代
の
賞�

六
三
組

　

○
消
防
協
力
者
賞

　
　

個
人
の
部�

三
名

　
　

事
業
所
の
部�

三
団
体

兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

○
表
彰
旗

　
　

神
戸
市
西
消
防
団

　

○
竿
頭
綬

　
　

小
野
市
消
防
団

　
　

た
つ
の
市
消
防
団

　

○
功
績
章�

一
四
一
名

　

○
精
績
章�

二
二
三
名

　

○
勤
続
章�

三
五
四
名

　

○
精
勤
章�

四
三
八
名

兵
庫
県
消
防
協
会
長
感
謝

　

○
家
族
の
賞

　
　

三
〇
年
以
上�

一
六
〇
名

　
　

四
〇
年
以
上�

二
七
名

　
　

五
〇
年
以
上�

二
名

次　

第

第
一
部

　
開
会
の
こ
と
ば

�

竹
口
副
会
長

　
国
歌
吹
奏

日
本
全
国
の
女
性
消
防
隊
の
操
法

技
術
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
第
二
〇

回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
が
横
浜

市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
神
奈
川
県
横

浜
市
戸
塚
区
）
で
一
〇
月
一
九
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
出
場

隊
、
応
援
者
な
ど
が
駆
け
つ
け
、
兵
庫

県
か
ら
は
、
豊
岡
市
女
性
消
防
隊
が
出

場
し
、
開
会
式
終
了
直
後
の
一
番
目
に

操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。
大
会
当
日
は

非
常
に
寒
く
、
ま
た
強
風
が
吹
く
中
、

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
緊
張
感
を
は
ね

の
け
る
堂
々
と
し
た
操
法
を
展
開
し
、

日
々
の
訓
練
成
果
を
十
分
に
発
揮
す

る
も
の
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
タ
イ

　
第
二
〇
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

　
豊
岡
市
女
性
消
防
隊
が
「
優
良
賞
」
を
受
賞
！

　
黙
祷

　
兵
庫
県
消
防
協
会
長
あ
い
さ
つ

�

岸
谷
消
防
協
会
長

　
兵
庫
県
知
事
式
辞

�

吉
本
副
知
事

　
開
催
市
長
あ
い
さ
つ

�

洲
本
市
　
竹
内
市
長

　
表
彰

　
兵
庫
県
知
事
表
彰
・
感
謝

　
兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰
・
感
謝

　
来
賓
祝
辞

�

加
茂
県
議
会
議
長

�

梅
木
消
防
長
会
副
会
長

　
受
章
者
代
表
謝
辞

�
宝
塚
市
消
防
本
部
消
防
監
　

�

石
橋
　
豊

第
二
部

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　「
だ
ん
じ
り
唄
」

�

五
色
之
姫

第
三
部

　
講
演

　「
災
害
史
に
学
ぶ
」

�

立
命
館
大
学
歴
史
都
市
　

�

防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
　

�

教
授
　
北
原
　
糸
子

ム
『
五
六・九
一
』、
得
点
『
七
六・〇
点
』

と
い
う
素
晴
ら
し
い
記
録
を
た
た
き
出

し
、
近
畿
勢
で
唯
一
上
位
入
賞
を
果
た

し
、見
事「
優
良
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

消
防
団
・
消
防
本
部
の
幹
部
約
五
〇
〇
名
が
洲
本
市
文
化
体
育
館
に
つ
ど
う

ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い
二
〇
一
一

開
　
催

つどいの様子

吉本副知事式辞 岸谷会長あいさつ

表彰伝達の様子

アトラクション

北原糸子氏の講演
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平
成
二
三
年
度
女
性
消
防
団
員
研

修
会
が
平
成
二
三
年
九
月
一
八
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
か
ら
八
七
名
の
女
性
消
防
団

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
午
前
の
部
で
は
、
兵
庫
国
際

交
流
会
館
に
お
い
て
講
演
会
を
開
催

し
、
午
後
の
部
で
は
、
人
と
防
災
未

来
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
在
日
米
海
軍
司
令

部
地
域
統
合
消
防
隊
予
防
課
長
の
長

谷
川
祐
子
氏
を
お
招
き
し
、『「
ア
メ

リ
カ
式
世
界
基
準
の
防
火
・
防
災
教

育
」
～
あ
な
た
の
手
で
学
ん
で
届
け

よ
う
地
域
の
子
供
達
へ
～
』
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
実
践
的
な
指

平
成
二
三
年
度
女
性
消
防
団
員
研
修
会

�

兵
庫
県
消
防
協
会

阪
神
地
区
消
防
団
長
会
で
は
、
平

成
二
三
年
九
月
二
八
日
か
ら
二
九
日

に
か
け
て
、
宮
城
県
、
岩
手
県
方
面

に
て
行
政
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。東

日
本
大
震
災
で
の
甚
大
な
被
害

を
現
地
で
肌
に
感
じ
、教
訓
と
し
て
、

消
防
団
活
動
に
役
立
て
た
い
と
の
思

い
で
し
た
。

一
日
目
、
伊
丹
空
港
で
の
早
朝
か

ら
の
集
合
を
完
了
し
、
ト
ラ
ブ
ル
な

く
出
発
。
往
路
の
飛
行
機
で
は
プ
ロ

ペ
ラ
機
で
高
度
も
低
く
、
地
上
の
景

色
を
確
認
し
な
が
ら
宮
城
県
に
向
か

い
ま
し
た
が
、
仙
台
空
港
に
近
づ
く

と
地
上
の
景
色
は
一
変
し
、
被
害
の

大
き
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
視
察

に
臨
む
気
持
ち
も
一
段
と
引
き
締
ま

阪
神
地
区
消
防
団
長
会
行
政
視
察
を
実
施

�

阪
神
地
区
消
防
団
長
会　

り
ま
し
た
。

空
港
に
到
着
す
る
と
、
バ
ス
に
て

塩
竈
、
松
島
地
区
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
現
地
で
は
地
盤
陥
没
に
よ
る

満
潮
時
の
道
路
の
水
溢
れ
に
備
え
た

土
嚢
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
常
置
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
被
害
の
爪
痕
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

道
中
、
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
消
防
職
員
に
よ
る
被
災

直
後
の
現
場
の
様
子
や
現
場
で
の
活

動
な
ど
の
解
説
や
、
地
元
運
転
手
の

臨
場
感
に
富
ん
だ
説
明
も
あ
り
、
全

員
が
胸
の
詰
ま
る
思
い
で
し
た
。　

　

ま
た
、車
内
で
は
各
市
町
の
団
長
、

事
務
局
と
の
交
流
も
深
め
ら
れ
、
有

意
義
な
車
窓
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
後
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
平
泉
中
尊
寺
で
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
現
地
で
は
中
尊
寺
職
員
に
よ
る

施
設
案
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
遺
産

を
維
持
す
る
た
め
の
消
防
設
備
や
管

理
体
制
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
、
一
日
目
の
研
修
が
終
了
し
ま
し

た
。二

日
目
、朝
食
も
早
々
に
済
ま
せ
、

地
震
に
よ
り
崩
落
し
た
青
葉
城
址
の

金
鵄
（
金
ト
ビ
）
鋳
像
を
視
察
後
、

緊
急
消
防
援
助
隊
で
兵
庫
県
隊
が
活

動
し
た
亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
に
向
か
い
ま
し
た
。　

亘
理
消
防
で
は
、
地
震
、
津
波
に

よ
り
消
防
資
機
材
も
多
く
の
被
害
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
阪
神
地
区
消
防

団
長
会
よ
り
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
の

贈
呈
を
行
い
、
亘
理
町
長
を
迎
え
て

の
式
典
を
行
い
ま
し
た
。　

現
地
の
職
員
同
乗
・
解
説
に
よ
る

バ
ス
か
ら
の
視
察
で
は
、
発
災
直
後

の
熾
烈
な
環
境
の
中
で
の
活
動
の
困

難
さ
、
消
防
団
の
重
要
性
を
訴
え
る

も
の
で
、
途
上
、
奇
跡
的
に
小
学
生

児
童
が
屋
上
に
避
難
し
難
を
逃
れ
た

小
学
校
に
も
立
ち
寄
り
、
津
波
被
害

の
恐
ろ
し
さ
と
、
防
災
教
育
の
大
切

さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
署
内
で
ス
ラ
イ
ド
等
を
使
用

し
た
活
動
の
詳
細
報
告
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

全
て
の
日
程
を
終
え
、
最
後
は
、

阪
神
地
区
各
消
防
団
の
消
防
魂
と
団

導
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

視
察
で
は
震
災
の
展
示
や
津
波
映

像
の
見
学
後
、
元
神
戸
市
消
防
局
長

小
野
田
敏
行
氏
の
講
話
を
聞
い
て
い

た
だ
き
、
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
研
修
会
で
は
、
長
谷
川

祐
子
氏
講
演
会
の
反
響
が
大
き
く
、

「
今
後
の
消
防
団
活
動
に
活
か
し
た

い
。」「
自
分
の
子
供
達
や
、
近
所
の

子
供
達
に
早
速
教
え
た
い
。」
と
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
平
成
二
四
年
一
月

二
二
日
（
日
）、
場
所
は
兵
庫
県
消

防
学
校
で
の
第
二
回
の
女
性
消
防
団

員
研
修
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

研
修
内
容
は
未
定
で
す
が
、
多
く

の
女
性
消
防
団
員
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
参
加
消
防
団
は
次
の
と

お
り
。

・
神
戸
市
灘
消
防
団

・
神
戸
市
中
央
消
防
団

・
神
戸
市
北
消
防
団
有
野
支
団

・
神
戸
市
北
消
防
団
淡
河
支
団

・
神
戸
市
北
消
防
団
長
尾
支
団

・
神
戸
市
北
消
防
団
道
場
支
団

・
神
戸
市
北
消
防
団
有
馬
支
団

・
神
戸
市
長
田
消
防
団

・
芦
屋
市
消
防
団

・
川
西
市
消
防
団

・
加
古
川
市
消
防
団

・
播
磨
町
消
防
団

・
小
野
市
消
防
団

・
た
つ
の
市
消
防
団

結
を
確
認
し
合
い
、
研
修
を
終
了
し

ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た

私
た
ち
に
と
っ
て
、
今
回
の
視
察
は

地
震
被
害
の
性
質
の
違
い
を
様
々
な

面
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分

た
ち
の
地
域
で
の
防
災
活
動
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で

し
た
。
今
回
の
視
察
研
修
で
得
た
こ

と
を
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い

き
、
災
害
に
強
い
、
よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

・
赤
穂
市
消
防
団

・
南
あ
わ
じ
消
防
団

◇
◇
◇

県
協
会
事
務
局
で
は
、
こ
の
度
の

講
演
会
の
模
様
を
録
画
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
各
支
部
事
務
局
を
通

し
て
、
県
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

人と防災未来センターを視察
研修会の様子１

亘理町長へ贈呈

亘理消防署での研修の様子

贈呈式

研修会の様子２

http://www.hyogoshoubou.jp/

「こんにちは！
ひょうごの消防団です」
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川
西
市
消
防
団
は
川
西
市
誕
生
と

同
時
に
発
足
し
、
現
在
一
一
分
団

四
一
八
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

水
口
団
長
は
昭
和
五
〇
年
に
消
防

団
に
入
団
さ
れ
、
平
成
一
六
年
に
副

団
長
、
平
成
二
二
年
八
月
に
団
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

団
長
は
“
日
本
一
の
里
山
”
と
い

わ
れ
る
市
北
部
の
自
然
豊
か
な
黒
川

地
区
で
誕
生
さ
れ
、
現
在
も
黒
川
地

区
で
暮
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
へ
の
入
団
の
動
機
は
、
黒

川
地
区
に
は
毎
年
多
く
の
観
光
客
や

ハ
イ
カ
ー
が
訪
れ
ま
す
が
、
過
去
に

た
ば
こ
の
不
始
末
な
ど
が
原
因
で
山

火
事
が
多
発
し
た
こ
と
が
あ
り
、
山

火
事
か
ら
黒
川
地
区
の
自
然
を
守
る

 

「
若
手
消
防
団
員
」

　

姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

丸
山　

憲
一

私
が
、
消
防
団
に
入
団
し
た
動
機

は
、
結
婚
し
て
所
帯
を
持
ち
、
地
域

の
為
に
何
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
そ
し
て
、

消
防
団
に
入
る
事
に
よ
っ
て
得
る
知

識
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
災
害
時

は
勿
論
、
実
生
活
の
上
で
も
役
に
立

つ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
や
、
先

日
の
台
風
に
よ
る
水
害
で
の
消
防
団
の

活
躍
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、改
め
て
、

消
防
団
の
必
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

こ
う
い
う
事
が
あ
っ
て
、
災
害
時

の
消
防
団
の
在
り
方
を
よ
り
深
く
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

他
の
地
域
の
団
員
の
方
々
と
意
見

を
交
わ
し
た
と
こ
ろ
、
市
街
の
消
防

団
と
郊
外
の
消
防
団
で
違
い
が
有
り

ま
し
た
。

私
の
消
防
団
は
、
市
街
に
在
る
の

で
、
大
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
が

も
っ
と
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め

た
応
急
訓
練
を
、
町
別
や
事
業
所
、

教
育
現
場
の
関
係
者
、
小
さ
い
子
供

を
持
つ
お
母
さ
ん
等
に
、
今
以
上
に

普
及
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
に

よ
り
、
防
災
に
高
い
関
心
を
持
つ
地

域
に
し
た
い
で
す
。

そ
れ
に
は
、
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て

い
く
生
活
ス
タ
イ
ル
や
考
え
方
、
世
代

別
に
合
わ
せ
た
訓
練
や
講
習
を
考
え

て
い
く
事
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
団
長
を
は
じ
め
、
先

輩
や
消
防
署
員
の
方
々
に
、
た
く
さ
ん

教
わ
り
、
一
回
で
も
多
く
人
の
役
に
立

て
る
消
防
団
員
に
な
る
よ
う
に
、
そ
し

て
、
そ
う
い
う
活
動
を
見
て
消
防
団
に

入
り
た
い
と
い
う
人
が
一
人
で
も
増
え

る
様
に
、
今
以
上
に
頑
張
り
ま
す
。

○181

私
は
昭
和
四
八
年
三
月
に
知
人
の

勧
め
で
芦
屋
市
の
消
防
団
員
と
な

り
、
当
時
は
消
火
栓
が
少
な
く
主
に

市
内
の
池
や
川
を
水
源
と
し
て
ポ
ン

プ
操
作
、
ホ
ー
ス
巻
・
延
長
、
放
水

訓
練
等
を
反
復
し
て
行
い
、
そ
の
習

熟
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

私
が
在
任
中
、
一
番
心
に
残
っ
て

い
る
災
害
は
、
や
は
り
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
す
。
あ
の
大
き
な
揺
れ
の

直
後
、
分
団
詰
所
へ
向
か
お
う
と
自

宅
を
飛
び
出
た
と
こ
ろ
、
自
宅
前
の

木
造
二
階
建
て
ア
パ
ー
ト
が
完
全
に

倒
壊
し
て
い
ま
し
た
。「
中
に
ま
だ

人
が
お
る
ん
や
」
と
住
民
の
叫
び
声

が
聞
こ
え
た
の
で
、
近
隣
住
民
と
協

力
し
て
手
作
業
で
瓦
礫
を
撤
去
し
、

そ
こ
か
ら
二
人
の
生
存
者
を
救
出
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
所
属
す
る
分
団
詰
所
で

団
員
と
合
流
し
、
火
災
現
場
に
向
か

う
班
と
倒
壊
家
屋
の
救
助
現
場
に
向

か
う
班
の
二
班
に
分
か
れ
ま
し
た
。

私
は
職
業
が
大
工
な
の
で
、
建
物
の

構
造
に
長
け
て
い
た
事
も
あ
り
、
救

合
併
し
八
年
目
を
迎
え
た
丹
波
市

で
は
、
新
市
発
足
と
同
時
に
、
伝
統

あ
る
旧
氷
上
郡
六
町
消
防
団
は
組
織

を
統
合
し
、
団
員
定
数
二
，
八
四
九

人
で
丹
波
市
消
防
団
が
発
足
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
組
織
再
編
を
行
い
、

平
成
二
三
年
四
月
一
日
現
在
、
一
本

部
、
六
支
団
、
二
九
分
団
、
団
員
定

数
二
，
一
六
一
人
で
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

た
め
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

団
長
は
水
口
酒
店
の
二
代
目
と
し

て
酒
店
を
営
み
な
が
ら
、
農
業
に
も

従
事
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
た
新
鮮
な
野
菜
は
地

元
の
Ｊ
Ａ
な
ど
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ど
の
野
菜
も
好
評
で
、
す
ぐ

に
売
り
切
れ
に
な
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
団
長
は
地
元
の
自
治
会
や
Ｊ
Ａ

の
役
員
な
ど
多
く
の
要
職
を
務
め
ら

れ
て
お
ら
れ
、
多
忙
な
日
々
を
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
団
幹
部
に
就
任

さ
れ
て
か
ら
は
、
常
に
消
防
団
の
こ

と
を
第
一
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

団
長
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
和
」
で
、

消
防
団
が
一
致
団
結
し
気
持
ち
よ
く

活
動
が
で
き
る
よ
う
、
若
手
団
員
や

支
団
の
一
つ
で
あ
る
、
旧
氷
上
町

地
域
の
消
防
団
幹
部
と
Ｏ
Ｂ
で
組
織

さ
れ
て
い
る
『
ひ
か
み
ま
と
い
会
』

で
は
、
毎
年
地
域
の
文
化
祭
な
ど
で

防
火
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
。
啓
発
活
動
の
際
、
消

防
車
を
見
つ
め
る
子
ど
も
た
ち
の
目
、

そ
し
て
何
よ
り
本
物
の
防
火
服
を
着

せ
て
あ
げ
た
と
き
の
子
ど
も
た
ち
の

喜
び
の
表
情
を
ヒ
ン
ト
に
、
本
物
を

着
る
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
あ
げ
る
こ

と
で
、
防
火
思
想
を
伝
え
て
い
け
た

ら
と
、
役
目
を
終
え
た
防
火
服
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
、
子
供
用
防
火
服
を
作

成
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
で
は
今
後
、
消
防
団
や
自
治

会
な
ど
の
防
災
活
動
に
対
し
て
貸
し

出
し
を
行
い
、
防
災
意
識
の
高
揚
に

役
立
て
て
い
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
二
九
分
団
の
中
に
女
性
消

防
分
団
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
消
火

活
動
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
こ
ち
ら
も

地
域
の
防
災
意
識
の
高
揚
の
た
め
活

動
中
で
す
。
保
育
園
な
ど
で
の
防
火

に
関
す
る
紙
芝
居
の
上
演
や
、
春
季
、

秋
季
そ
れ
ぞ
れ
の
全
国
火
災
予
防
運

動
に
併
せ
た
街
頭
に
お
け
る
啓
発
活

動
で
す
。

今
年
の
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

に
お
い
て
も
、
大
型
店
舗
の
店
頭
で

自
作
の
啓
発
チ
ラ
シ
や
啓
発
グ
ッ
ズ

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
活
動
も
実
際
に
火
を
消

す
と
い
う
目
に
見
え
る
活
動
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

地
道
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

防
火
思
想
が
伝
わ
り
、
近
い
将
来
芽

を
出
し
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
も
の

だ
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

助
現
場
を
任
さ

れ
ま
し
た
。
当

時
は
救
出
用
の

資
器
材
が
全
く

な
く
、
団
員
は

自
ら
が
持
ち

込
ん
だ
手
鋸
、

バ
ー
ル
、
か
け

や
と
い
っ
た
簡

素
な
も
の
ば
か

り
で
し
た
。
救

助
活
動
の
間
も

た
び
た
び
発
生

す
る
震
度
四
ク

ラ
ス
の
余
震

と
、
倒
壊
家
屋

に
よ
る
二
次
災

害
の
危
険
に
細

心
の
注
意
を
払
い
、
団
員
が
一
丸
と

な
り
活
動
に
当
た
り
ま
し
た
。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地

震
に
加
え
大
津
波
、
そ
し
て
福
島
第

一
原
発
の
放
射
能
漏
れ
と
被
害
が
拡

大
す
る
中
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
経
験
し
た
者
と
し
て
、
あ
ら
た
め

て
地
震
に
対
す
る
備
え
を
、
そ
し
て

女
性
団
員
に
も
気
軽
に
声
を
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
有
事
が
発

生
し
た
と
き
に
は
、
自
ら
先
頭
に

立
っ
て
指
揮
さ
れ
る
な
ど
す
ば
ら
し

い
統
率
力
を
発
揮
さ
れ
、
幹
部
や
団

員
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
ら
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

 

団
長
は
日
頃
か
ら
団
員
に
、
地

域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
、
信
頼
さ
れ
る
団
員
に

な
る
こ
と
を
常
々
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
消
防
団
が
地
域

の
中
心
と
な
り
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
り
、
市
民
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

減
災
に
向
け
て
ひ
と
り
一
人
が
「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
。」
こ
と
を

真
剣
に
考
え
、
後
世
に
し
っ
か
り
と

伝
え
る
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
の
芦
屋
市
消
防
団
は
、研
修
、

訓
練
等
を
重
ね
な
が
ら
、
常
備
消
防

と
の
連
携
訓
練
等
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
芦
屋
市
に
住
む

一
人
の
市
民
と
し
て
も
本
当
に
心
強

く
感
じ
て
い
る
の
と
同
時
に
、
地
域

に
根
づ
い
た
組
織
と
し
て
、
地
域
住

民
の
信
頼
に
応
え
る
組
織
へ
と
、
ま

す
ま
す
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

 

「
和
」 

　
　

川
西
市
消
防
団水

口　

充
啓

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈43〉

 

「
震
災
と
消
防
団
」

　

芦
屋
市
消
防
団

�

元
副
団
長 

中
路　

則
昭

  

防
火
思
想
を
伝
え
る
た
め
に

�

丹
波
市
消
防
団
　

�芦屋市内の倒壊家屋現場
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だ
ん
だ
ん
と
肌
寒
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
期
は
イ

ベ
ン
ト
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
地
域
の
行

事
等
も
多
く
皆
さ
ま
忙
し
く
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
ひ
ょ
う
ご

消
防
の
つ
ど
い
二
〇
一
一
、
全
国
女

性
消
防
操
法
大
会
の
記
事
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
豊
岡
市
女
性
消

防
隊
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

優
良
賞
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
た
、
今
月
も
各
地
区
、
各
支
部

か
ら
多
数
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
さ
が
増

し
、
暖
房
な
ど
の
火
の
気
を
多
く
使

う
季
節
と
な
り
ま
す
が
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
く
れ
ぐ
れ
も
消
防

団
員
の
家
か
ら
出
火
し
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

有
馬
町
は
、
日
本
の
三
名
湯
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
、
阪
神
の
奥
座
敷
と

し
て
も
知
ら
れ
る
歴
史
あ
る
町
で

す
。
有
馬
温
泉
に
は
、
古
く
は
太
閤

秀
吉
を
は
じ
め
、
歴
史
に
名
を
残
す

方
々
も
湯
治
に
訪
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
作
成
さ
れ
た
温
泉
番
付
で

は
、
西
大
関
（
当
時
最
高
位
）
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
有
馬
温
泉
を
訪

れ
る
こ
と
が
出
来
ず
に
、
有
馬
を
夢

見
て
詠
ま
れ
た
歌
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
古
人
の
理
想

郷
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

今
も
観
光
地
と
し
て
名
高
い
有
馬

温
泉
で
す
が
、
現
在
、
有
馬
町
で
暮

ら
す
人
口
は
、
約
一
，
五
〇
〇
人
ほ

ど
で
す
。
け
れ
ど
、
多
く
の
旅
館
が

立
ち
並
び
、
観
光
客
が
訪
れ
る
有
馬

町
で
は
、日
中
の
に
ぎ
わ
い
に
加
え
、

夜
間
宿
泊
さ
れ
る
観
光
客
で
、
人
口

は
一
万
人
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
災
害
危
険
度
も

増
し
、
火
災
が
お
き
れ

ば
、
大
火
事
に
な
る
危

険
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
有
馬
支
団
の
責
務

は
た
い
へ
ん
重
要
で
あ

り
ま
す
。

有
馬
支
団
は
、
神
戸

市
北
区
有
馬
町
を
所
轄

区
域
と
し
、
現
在
団
員

六
五
名
、
分
団
は
三
分

団
、
女
性
消
防
団
員
は

七
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
消
防
、防
災
活
動
、

訓
練
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
有
馬
の
オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の

寸
劇
の
上
演
、小
学
校
、

地
域
と
の
合
同
運
動
会

や
防
災
訓
練
の
参
加
、

夏
の
川
座
敷
イ
ベ
ン
ト
が
近
づ
く
と

川
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、
地
域
と
密

着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
も
数
多
く

行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
女
性
消
防
団
は
、
神
戸

市
で
初
め
て
女
性
消
防
団
が
採
用
さ

れ
た
平
成
一
三
年
に
結
成
し
ま
し

た
。
女
性
消
防
団
「
有
湯
（
ゆ
う
ゆ
）

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
と
名
付
け
ら
れ
、

消
火
に
必
要
な
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、

出
初
式
、
林
野
火
災
警
戒
、
防
災
訓

練
、
年
末
警
戒
へ
の
参
加
な
ど
、
一

年
を
通
じ
て
男
性
団
員
と
共
に
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

有
馬
町
で
暮
ら
す
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
気
心
の
通
じ

合
っ
た
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
創

作
寸
劇
の
上
演
な
ど
で
予
防
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。七
人
と
い
う
、

決
し
て
多
い
人
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
に
も
「
正
し
い
救
急

車
の
呼
び
方
」「
心
肺
蘇
生
法
」「
防

火
対
策
」「
怖
が
ら
な
い
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
寸
劇
を
上
演
。
台

本
、
小
道
具
、
衣
装
、
時
に
は
大
道

具
も
手
作
り
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
観
る
人
に
親
し
み
を
持
っ
て

も
ら
い
、「
イ
ザ
！
」
と
い
う
時
に

備
え
ら
れ
る
寸
劇
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
方
に
楽
し

く
、
ま
た
、
わ
か
り
や
す
く
危
機
管

理
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
寸
劇
を

皆
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

有
馬
支
団
は
、
常
に
「
迅
速
、
安

全
、
正
確
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一
同
、

一
致
団
結
し
て
有
馬
の
町
を
守
っ
て

い
ま
す
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

三
つ
の
習
慣

○�

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る
。

○�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

四
つ
の
対
策

○�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

○�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

○�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

編
集
後
記

消
防
庁
で
は
、『
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
』
を

平
成
二
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

と
し
、
平
成
二
三
年
一
一
月
九
日
か

ら
一
五
日
ま
で
の
七
日
間
に
わ
た

り
、
平
成
二
三
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
当
た
っ
て
、
火
災
予
防
思
想

の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

平
成
二
三
年
八
月
二
五
日
に
発
生

し
、
西
日
本
を
縦
断
し
た
平
成
二
三

年
台
風
第
一
二
号
は
紀
伊
半
島
に
お

い
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。こ

の
た
び
、
近
畿
地
区
消
防
協
議

会
で
は
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た

奈
良
・
和
歌
山
両
県
の
消
防
協
会
へ

災
害
復
旧
・
復
興
支
援
金
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
二
〇
万
円
を
贈
り
ま
し
た
。

平
成
二
三
年
度
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

�

消
防
庁
予
防
課
　

災
害
復
旧
・

復
興
支
援
金
の
贈
呈

�

兵
庫
県
消
防
協
会

 

「
有ゆ
う
ゆ湯
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」

神
戸
市
北
消
防
団
　
有
馬
支
団
　
団
員
　
関
口
　
純
子

こ
と
を
目
的
と
し
て
、毎
年「
一
一
九

番
の
日
」
で
あ
る
一
一
月
九
日
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
当
た
っ

て
、
平
成
二
三
年
六
月
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
全
国
で
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
未
設
置
世
帯
に

対
す
る
働
き
か
け
及
び
適
切
な
維
持

管
理
に
関
す
る
周
知
を
は
じ
め
、
住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
防
止
対

策
の
要
点
を
ま
と
め
た
「
住
宅
防
火

　

い
の
ち
を
守
る
七

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

活
用
し
、
総
合
的
な

住
宅
防
火
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
積
極
的

な
広
報
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
機
に

地
域
住
民
に
対
し
、

日
頃
忘
れ
が
ち
な
火

災
に
対
す
る
警
戒
心

の
喚
起
を
行
い
、
一

人
ひ
と
り
に
防
火
の

重
要
性
を
自
覚
さ

せ
、
日
常
生
活
で
の

防
火
の
実
践
を
働
き

か
け
ま
し
ょ
う
。
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